
ⅥⅥ  環環境境をを考考ええるる  

１ 環境学習・環境啓発 

現在の環境問題は、生産や流通などの活動が原因とされる産業型公害に加え、地球温暖化などに

見られるように市民の日常生活も原因となっています。したがって、私たち一人ひとりが環境に対する理

解を深め、生活の中で取り組んでいくことが重要となります。市では、環境学習講座を修了された方々と

意見交換を行いながら、環境学習講座を実施しています。 

 

(１) 環境学習 

ア 府中かんきょう塾２０２０ 

平成１３年にエコ・リーダー養成講座としてスタートしました。現在では府中かんきょう塾として、講座

修了生による企画・運営で進められています。令和２年度は全４回の連続講座、特別公開講演会の

ほか、単独講座を１回実施しました。 講座等参加者数：延べ１２０人 

全４回の連続講座 

回 
日  時 

参加人数 
講座名 内  容 講  師 会場等 

１ 

９月１２日（土） 

１３：００～１５：００ 

１６人 

開講式、 

座学講座 

開講式 

講演「府中のごみ

について」 

市ごみ減量推進課職

員 福田 涼馬 氏 

府中駅北第２庁

舎３階会議室 

２ 

１０月２４日（土） 

１０：００～１２：００ 

１９人 

自然観察 
自然観察「多摩川

の自然観察」 

東京農工大学准教授 

吉川 正人 氏 

多摩川左岸、郷

土の森博物館 

３ 

１１月１４日（土） 

１３：００～１５：００ 

２０人 

座学講座 
講演「中米の生活

と環境」 

元 JOCV 隊員 

佐藤 維真 氏 

府中駅北第２庁

舎３階会議室 

４ 

１２月１２日（土） 

１３：００～１６：００ 

１６人 

座学講座、 

閉講式 

講演「環境ストレ

スと植物」 

閉講式 

東京農工大学教授 

伊豆田 猛 氏 

府中駅北第２庁

舎３階会議室 

 

特別公開講演会 

回 
日  時 

参加人数 講座名 内  容 講  師 会場等 

１ 

２月１１日（祝） 

１３:３０～１６：００ 

３８人 

公開講演会 

講演「多摩の野生

哺乳類の現在、人

間との共存」 

東京農工大学准教授 

金子 弥生 氏 

市民活動センタ

ーバルトホール 
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単独講座 

回 
日  時 

参加人数 
講座名 内  容 講  師 会場等 

１ 

３月１０日（水） 

９：００～１２：３０ 

１１人 

自然散策 

自然観察「八王子

市長池公園自然散

策」 

八王子市長池公園副

園長 小林 健人 氏 

八王子市長池

公園 

 

(２) 環境調査・市民調査 

ア 市民による酸性雨調査 

平成２年度から、市民の方々の協力により、酸性雨の簡易測定を実施しています。測定結果だ

けでなく、独自の実験や研究結果なども寄せられています。酸性雨の測定を通して、大気汚染さ

らには地球環境問題を身近で考える場とするとともに、データを記録し、自動測定機では得られな

い市内全体の状況を把握しています。 

日  時 
テーマ 

（学習方法） 
内  容 会場等 

８月～９月 酸性雨調査期間 雨を採取しｐH と降水量を測定 
参加者自宅

等 

 調査参加者数：４人（調査結果は１８・１９ページ） 

 

 

イ 市民ボランティア調査 

市民の方々の協力により環境調査を実施することで、より多くの人が環境に興味を持つきっかけ

づくりの場を提供し、さらにはフィールドワークを通して市民ボランティアを育成しています。また、得

られたデータは、市の環境施策に活用するための基礎データとして、記録しています。この調査は、

地域の環境に根ざした環境調査プログラムとして、市内で環境活動を行っている「特定非営利活

動法人 府中かんきょう市民の会」に委託し実施しています。 

実施回数、参加人数は、調査項目により異なりますが、令和２年度は延回数で１９回、延参加

人数は６５人となりました。 

 

（ア） 西府崖線生態系調査（魚類・昆虫・野鳥等）     

魚類等調査  今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

  昆虫等調査   調査結果は１０１ページ 

調査日：令和２年９月３０日 

調査場所：西府町１丁目（西府崖線付近一帯） 

参加人数：７名 

調査内容：西府崖線付近一帯に生息する昆虫等の調査 
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野鳥調査   調査結果は１０２ページ 

調査日：令和２年１２月５日、令和３年２月７日 

調査場所：西府町１丁目（西府崖線付近一帯） 

参加人数：１０名 

調査内容：西府崖線付近一帯に生息する野鳥の調査 
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番号 昆虫名（９月３０日） 計

1 ツマグロヒョウモン

2 ヤマトシジミ

3 ヒメアカタテハ

4 モンシロチョウ

5 モンキチョウ

6 クロアゲハ

7 コミスジ

8 アオスジアゲハ

9 ウラギンシジミ

10 ムラサキシジミ

11 ナガサキアゲハ

1 アシナガバチ

2 クマバチ

1 アブラゼミ

2 アメンボウ

3 カメムシ

1 オンブバッタ

2 カネタタキ（鳴き声）

3 ツチイナゴ

1 アキアカネ

2 シオカラトンボ

1 オオカマキリ

1 ジョロウグモ

2 クサグモ

合計 ２４種

２種

●　西府崖線昆虫類調査結果　　　（調査概要は９９ページ）

種類
令和２年度

蝶・ガ類 １１種

ハチ類 ２種

カマキリ類 １種

その他 ２種

７類　２４種

セミ・カメムシ類 ３種

バッタ類 ３種

トンボ類
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● 西府崖線野鳥調査結果   （調査概要は１００ページ）  

 

番号 鳥名 
令和３年２月 

直視認 鳴き声 計 

1 キジバト 1 0 1 

2 オナガ 1 0 1 

3 ハシブトガラス 1 0 1 

4 シジュウカラ 1 0 1 

5 ヒヨドリ 1 0 1 

6 メジロ 1 0 1 

7 スズメ 1 0 1 

8 ウグイス 0 1 1 

9 シロハラ 1 0 1 

10 コゲラ 1 0 1 

11 ハシボソカラス 1 0 1 

  ※令和２年１２月５日は巣箱の営巣状況調査と点検を行った 

 

（イ） 西府町湧水調査 

調査期間：令和２年４月～令和３年３月（通年） 

※５・６月は新型コロナウイルス感染症拡大防止による中止のため、数値は０となっています。 

調査場所：西府町湧水 

参加人数：延べ ２８名 

調査内容：湧水量、水質の通年データ測定調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定日 湧出量 
（ℓ /分） 

4 月 2 日 8.2 

5 月   ― 

6 月   ― 

7 月 2 日 24.7 

8 月 1 日 27.0 

9 月 1 日 10.2 

10 月 1日 6.7 

11 月 1日 8.1 

12 月 1日 5.2 

1 月 6 日 1.8 

2 月 1 日 1.3 

3 月 1 日 2.1 
 

調査結果 

8.2

0 0

24.7
27.0

10.2
6.7 8.1

5.2
1.8 1.3 2.1

0

10

20

30

40

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

湧出量

月

湧水湧出量の変化
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●
湧
出
量
と
前
月
降
水
量
（
経
年
変
化
）

測
定
年
月

湧
出
量

（
ℓ
 /
分
）

前
月

降
水
量

（
m
m
）

平
成
3
0
年
4
月

6
.6
2
7
2
.0

平
成
3
0
年
5
月

2
.7

8
2
.5

平
成
3
0
年
6
月

5
.6
1
3
3
.0

平
成
3
0
年
7
月

2
.1
1
1
9
.0

平
成
3
0
年
8
月

6
.5
1
5
8
.0

平
成
3
0
年
9
月

3
.9
1
2
6
.5

平
成
3
0
年
1
0
月

1
4
.2
3
0
4
.5

平
成
3
0
年
1
1
月

5
.0

6
2
.0

平
成
3
0
年
1
2
月

4
.6

2
4
.0

平
成
3
1
年
1
月

1
.7

4
7
.0

平
成
3
1
年
2
月

0
.7

1
2
.5

平
成
3
1
年
3
月

0
.4

3
1
.0

平
成
3
1
年
4
月

2
.7
1
2
6
.0

令
和
1
年
5
月

2
.9

8
2
.0

令
和
1
年
6
月

8
.9
1
1
6
.5

令
和
1
年
7
月

1
0
.2
2
2
8
.5

令
和
1
年
8
月

1
2
.6
1
6
2
.5

令
和
1
年
9
月

5
.4
1
3
1
.0

令
和
1
年
1
0
月

5
.7
2
7
1
.5

令
和
1
年
1
1
月

6
6
.7
6
0
0
.5

令
和
1
年
1
2
月

2
0
.7
1
2
6
.0

令
和
2
年
1
月

5
.3

5
6
.5

令
和
2
年
2
月

8
.9
1
0
9
.5

令
和
2
年
3
月

4
.0

1
1
.5

令
和
2
年
4
月

8
.2
1
1
9
.5

令
和
2
年
5
月

-
2
3
1
.5

令
和
2
年
6
月

-
8
0
.0

令
和
2
年
7
月

2
4
.7
2
5
5
.5

令
和
2
年
8
月

2
7
.0
2
8
5
.5

令
和
2
年
9
月

1
0
.2

4
7
.0

令
和
2
年
1
0
月

6
.7
1
5
1
.0

令
和
2
年
1
1
月

8
.1
1
8
4
.0

令
和
2
年
1
2
月

5
.2

9
.5

令
和
3
年
1
月

1
.8

2
.0

令
和
3
年
2
月

1
.3

3
9
.5

令
和
3
年
3
月

2
.1

5
1
.0

0
.0

1
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

4
0
.0

5
0
.0

6
0
.0

7
0
.0

8
0
.0

0
.0

1
0
0
.0

2
0
0
.0

3
0
0
.0

4
0
0
.0

5
0
0
.0

6
0
0
.0

7
0
0
.0

湧
出
量

前
月

降
水
量

計
測
年
月

前
月

降
水
量

（
m
m
）

湧
出
量

（
ℓ 
/
分
）

平 成 30 年 4 月

平 成 30 年 5 月

平 成 30 年 6 月

平 成 30 年 7 月

平 成 30 年 8 月

平 成 30 年 9 月

平 成 30 年 10 月

平 成 30 年 11 月

平 成 30 年 12 月

平 成 31 年 1 月

平 成 31 年 2 月

平 成 31 年 3 月

平 成 31 年 4 月

令 和 1 年 5 月

令 和 1 年 6 月

令 和 1 年 7 月

令 和 1 年 8 月

令 和 1 年 9 月

令 和 1 年 10 月

令 和 1 年 11 月

令 和 1 年 12 月

令 和 2 年 1 月

令 和 2 年 2 月

令 和 2 年 3 月

令 和 2 年 4 月

令 和 2 年 5 月

令 和 2 年 6 月

令 和 2 年 7 月

令 和 2 年 8 月

令 和 2 年 9 月

令 和 2 年 10 月

令 和 2 年 11 月

令 和 2 年 12 月

令 和 3 年 1 月

令 和 3 年 2 月

令 和 3 年 3 月
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●
湧
水
温
度
と
前
月
平
均
気
温
（
経
年
変
化
）

計
測
年
月

湧
水
温
度

（
℃
）

前
月
平
均

気
温
（
℃
）

平
成
3
0
年
4
月

1
7
.5

1
0
.8

平
成
3
0
年
5
月

1
7
.0

1
6
.5

平
成
3
0
年
6
月

1
8
.0

1
9
.5

平
成
3
0
年
7
月

1
8
.0

2
2
.2

平
成
3
0
年
8
月

1
8
.0

2
8
.0

平
成
3
0
年
9
月

1
8
.0

2
7
.8

平
成
3
0
年
1
0
月

1
8
.0

2
2
.4

平
成
3
0
年
1
1
月

1
7
.0

1
8
.4

平
成
3
0
年
1
2
月

1
7
.0

1
3
.3

平
成
3
1
年
1
月

1
6
.0

7
.4

平
成
3
1
年
2
月

1
6
.0

4
.4

平
成
3
1
年
3
月

1
7
.0

6
.4

平
成
3
1
年
4
月

1
6
.5

9
.9

令
和
1
年
5
月

1
7
.0

1
3
.1

令
和
1
年
6
月

1
8
.0

1
9
.4

令
和
1
年
7
月

1
6
.0

2
1
.4

令
和
1
年
8
月

1
8
.0

2
4
.0

令
和
1
年
9
月

1
8
.0

2
8
.0

令
和
1
年
1
0
月

1
8
.0

2
4
.7

令
和
1
年
1
1
月

1
6
.0

1
8
.9

令
和
1
年
1
2
月

1
8
.5

1
2
.3

令
和
2
年
1
月

1
6
.0

7
.5

令
和
2
年
2
月

1
7
.0

6
.2

令
和
2
年
3
月

1
8
.0

7
.3

令
和
2
年
4
月

1
7
.0

1
0
.2

令
和
2
年
5
月

-
1
2
.3

令
和
2
年
6
月

-
1
9
.1

令
和
2
年
7
月

1
9
.0

2
2
.9

令
和
2
年
8
月

1
6
.0

2
3
.8

令
和
2
年
9
月

1
7
.5

2
9
.0

令
和
2
年
1
0
月

1
8
.0

2
3
.8

令
和
2
年
1
1
月

1
7
.0

1
6
.8

令
和
2
年
1
2
月

1
8
.0

1
3
.0

令
和
3
年
1
月

1
5
.0

6
.4

令
和
3
年
2
月

1
6
.0

4
.3

令
和
3
年
3
月

1
7
.0

7
.3

(5
.0
)

0
.0

5
.0

1
0
.0

1
5
.0

2
0
.0

2
5
.0

3
0
.0

3
5
.0

温
度

計
測
年
月

湧
水
温
度
（
℃
）

前
月
平
均
気
温
（
℃
）

平 成 30 年 4 月

平 成 30 年 5 月

平 成 30 年 6 月

平 成 30 年 7 月

平 成 30 年 8 月

平 成 30 年 9 月

平 成 30 年 10 月

平 成 3
0 年 1
1 月

平 成 30 年 12 月

平 成 31 年 1 月

平 成 31 年 2 月

平 成 31 年 3 月

平 成 31 年 4 月

令 和 1 年 5 月

令 和 1 年 6 月

令 和 1 年 7 月

令 和 1 年 8 月

令 和 1 年 9 月

令 和 1 年 10 月

令 和 1 年 1
1 月

令 和 1 年 12 月

令 和 2 年 1 月

令 和 2 年 2 月

令 和 2 年 3 月

令 和 2 年 4 月

令 和 2 年 5 月

令 和 2 年 6 月

令 和 2 年 7 月

令 和 2 年 8 月

令 和 2 年 9 月

令 和 2 年 10 月

令 和 2 年 1
1 月

令 和 2 年 12 月

令 和 3 年 1 月

令 和 3 年 2 月

令 和 3 年 3 月
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（ウ） 田んぼの学校 

今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

 

（エ） 大気汚染（ＮＯ２）の調査 

調査期間：令和２年６月～令和３年３月 

ＮＯ２調査（カプセル方式）：６月、９月、１２月、３月 

参加人数：延べ１０名 

調査内容：カプセル方式で市内２０か所の交差点付近の濃度を測定 

また、交差点の車の通過台数は、因果関係が確認できず中止中 

『天谷式カプセル』によるＮＯ２測定結果経年表（測定者：府中かんきょう市民の会） 

 

 

カプセル 
№ 

カプセル設置場所 
（ランドマーク） 

月 
測定結果（ｐｐｍ） 

２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 

１ 
栄町３－８ 
府中街道・学園通り 
刑務所角 

６ 0.026 0.032 0.032 0.022 0.016 
９ 0.042 0.025 0.035 0.028 0.013 
１２ 0.026 0.038 0.032 0.019 0.032 
３ 0.035 0.022 0.025 - 0.019 

２ 
若松町４－８ 
新小金井街道・美術館通り 
明大グランド西 

６ - 0.035 0.044 0.019 0.016 
９ 0.044 0.025 0.038 0.032 0.016 
１２ 0.029 0.047 0.041 0.019 0.035 
３ 0.062 0.013 0.025 - 0.019 

３ 
若松町２－１２ 
新小金井街道・甲州街道 
若松町二 

６ 0.035 0.044 - 0.028 0.016 
９ 0.035 0.038 - 0.035 0.022 
１２ 0.022 0.057 0.028 - 0.047 
３ 0.022 0.035 0.028 - - 

４ 
緑町１－１ 
小金井街道・甲州街道 
小金井街道入口 

６ 0.015 0.041 0.032 - 0.022 
９ - 0.035 - 0.022 0.022 
１２ 0.033 0.038 0.022 - 0.050 
３ 0.048 0.035 0.025 - 0.025 

５ 
栄町１－４ 
国分寺街道・東八 
栄町交番前 

６ 0.015 0.024 0.019 0.019 0.022 
９ 0.029 0.025 0.028 0.022 0.016 
１２ 0.026 0.041 0.022 0.025 0.044 
３ 0.044 0.047 0.016 - 0.025 

６ 
白糸台３－４０ 
朝日町通り・甲州街道 
白糸台三 

６ 0.022 0.038 0.047 0.041 0.019 
９ 0.051 0.019 0.025 0.038 0.019 
１２ 0.037 0.025 0.050 0.019 0.057 

 ３ 0.022 0.038 0.025 - 0.025 
 

７ 
押立町１－３９ 
白糸台通り・しみず下通り 
車返団地 

６ 0.020 0.039 0.035 0.038 0.019 
９ 0.029 0.025 0.041 0.032 0.016 
１２ 0.026 0.035 0.035 0.013 0.054 
３ 0.048 0.032 0.032 - 0.019 

８ 
是政５－１８ 
府中街道・多摩川通り 
是政橋北 

６ 0.024 0.025 0.022 0.013 0.022 
９ 0.018 0.022 0.032 0.019 0.013 
１２ 0.031 0.032 0.028 0.016 0.050 
３ 0.026 0.016 0.022 - 0.025 
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カプセル 
№ 

カプセル設置場所 
（ランドマーク） 

月 
測定結果（ｐｐｍ） 

２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 

９ 
寿町３－１ 
府中街道・甲州街道 
寿町三 

６ 0.051 0.074 0.047 0.038 0.019 
９ 0.031 0.044 0.047 0.044 0.025 
１２ 0.031 0.054 - 0.025 0.050 
３ 0.066 0.025 0.032 - 0.032 

１０ 
住吉町４－１０ 
鎌倉街道・四谷通り 
中河原駅北 

６ 0.029 0.019 0.038 0.022 0.022 
９ 0.026 0.032 0.041 0.038 0.025 
１２ 0.031 0.044 0.041 0.022 0.047 
３ 0.046 0.028 0.032 - 0.025 

１１ 
日野バイパス・甲州街道 
国立インター入口 

６ 0.022 0.060 0.044 0.032 0.022 
９ 0.035 0.044 0.050 0.044 0.025 
１２ 0.029 0.057 0.041 0.028 0.057 
３ 0.057 0.025 0.035 - 0.028 

１２ 
本宿町２－２２ 
新府中街道・甲州街道 
本宿交番前 

６ 0.037 0.057 0.069 0.025 0.035 
９ 0.073 0.060 0.060 0.054 0.025 
１２ 0.040 0.063 0.044 0.038 0.054 
３ 0.070 0.022 0.041 - 0.035 

１３ 
西原町１－１７ 
東八・新府中街道 
西原町一 

６ - 0.066 0.054 0.047 0.032 
９ 0.042 0.047 0.054 0.063 0.032 
１２ 0.026 0.054 0.038 0.044 0.054 
３ 0.057 0.066 0.035 - 0.038 

１４ 
 
浅間山北側住宅 
 

６ 0.011 0.006 0.041 0.013 0.016 
９ 0.015 0.013 0.016 0.013 0.013 
１２ 0.022 0.041 0.022 0.016 0.032 
３ 0.026 0.013 

 
0.019 
 

- 
 

0.013 
 

１５ 
清水が丘２－４９ 
新小金井街道・清水下通り 
清水が丘二丁目 

６ 0.026 0.035 0.025 0.019 0.019 
９ 0.022 0.025 0.028 0.019 0.006 
１２ 0.015 0.032 0.028 0.019 0.032 
３ 0.035 0.019 0.025 - 0.022 

１６ 
本宿町１－５１ 
新府中街道 
本宿トンネル内 

６ 0.037 0.079 0.066 0.044 0.041 
９ 0.042 0.085 0.079 0.069 0.032 
１２ 0.051 0.063 0.082 0.085 0.063 
３ 0.086 0.054 0.066 - 0.060 

１７ 
住吉町２－３０ 
鎌倉街道・多摩川通り 
関戸橋北 

６ 0.022 0.030 0.050 0.016 0.025 
９ 0.026 0.035 0.041 0.032 0.025 
１２ 0.035 0.047 0.041 0.025 0.050 
３ 0.044 0.032 0.035 - 0.032 

１８ 
四谷３－４０ 
野猿街道・いずみ大通り 
四谷体育館東 

６ 0.029 
 

0.039 0.044 - 0.022 
９ 0.037 0.035 0.044 0.041 0.022 
１２ 0.031 0.041 0.035 0.032 0.044 
３ 0.053 0.041 0.032 - 0.028 

１９ 
宮西町２－１３ 
府中街道・旧甲州街道 
府中市役所前 

６ 0.037 0.041 0.050 0.019 0.022 
９ - 0.032 0.041 0.032 0.028 
１２ 0.035 0.047 0.035 0.025 0.038 
３ 0.053 0.035 0.057 - 0.032 

２０ 
武蔵台３－５ 
新府中街道・多喜窪通り 
（根岸病院北西角） 

６ 0.024 0.022 0.041 0.025 0.016 
９ 0.035 0.028 0.038 0.032 0.025 
１２ 0.031 0.044 0.025 0.032 0.035 
３ 
 

0.035 0.032 0.019 - 0.025 

※ 観測地点については見直しを行い２０箇所に整理した。各観測地点の場所に変更はない。 
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(３) 環境啓発事業 

● 府中環境まつり 

「府中環境まつり」は、効果的かつ総合的に環境の保全に関する理解を深めていただくため、これ 

まで開催していた「グリーンフェスティバル」、「環境フェスタ」、「リサイクルフェスタ」を統合したイベント 

です。 

環境月間である６月に、地球温暖化防止、自然保護、ごみ減量や３Ｒ推進など、環境について楽

しみながら学び考えることができるイベントとして開催していますが、今年度は新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため中止となりました。 

 

● 環境啓発ポスターコンクール 

市民の環境への意識高揚を図るため、市内小中学校児童及び生徒を中心にポスターコンクール

を実施しました。 

○表彰式 

  日時：令和２年１２月８日（火）午後４時３０分から午後５時 

  会場：北庁舎３階第５会議室 

応募作品数 ８３ 

入賞作品数 １２ 

 

最優秀賞 

鎗田 沙恵花さん（高校２年生） 
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２ 環境保全活動センター 

(１) 設置の経緯 

府中市環境保全活動センターの設置等については、平成１５年に策定された府中市環境基本計

画に初めて明記されたほか、平成１８年３月には、府中市環境基本計画に基づき、市民や事業者及

び行政が相互に意見交換し、環境基本計画の進捗状況や計画を推進するための方策について検討

するため、府中市環境推進協議会が設置されました。 

同協議会ではこの中で、市民や事業者及び行政が、環境基本計画及び環境行動指針を推進する

とともに、各主体が環境基本計画を実践するための枠組みとして、環境活動の場を設置する必要が

あると、平成２０年３月に市長へ「環境保全活動の支援センターのあり方について」提言しております。 

また、平成２３年３月に策定された府中市地球温暖化対策地域推進計画の中でも、個別施策等

各般にわたり活動センターの役割が期待されていました。 

 この流れを受け、平成２３年度予算に活動センター設立に係る経費を計上するとともに、府中駅北

第２庁舎７階に約２０㎡の事務室を確保した後、同年７月に活動センターの管理運営規則及び運営

委員会に関する要綱等を協議するため、「府中市環境保全活動センター開設準備に関する懇談会」

が設置されました。 

 こうした中で、平成２３年１２月１日に府中市環境保全活動センターを開設し、環境保全に関する学

習の機会並びに交流及び活動の場を提供し、市民等が行う環境保全活動の支援を開始しました。 

(２) 令和２年度の動き 

センター事業を検討するための組織である検討調整会を８回開催する中で、センターの設置目的

に沿った独自の各種事業を実施しました。 

また、センターからの情報発信面では、センターのホームページを活用し、情報発信を行うとともに、

会報「かんきょう活動センターだより」を発行し、市民への環境情報の提供とセンターの活動内容の周

知に努めました。 

この外、センターのサポーター登録団体である企業主催の環境フォーラムの後援等を行いました。 

なお、センターの事業活動を担う令和２年度末のサポーター登録数は、個人７８人、事業者等が 

１４団体となっております。 

(３) 令和２年度活動実績 

   事     業     等      参加者数等  実  施  月 

来館者数 ３４９人 通年 

空間放射線量測定器の貸出し  ０件   通年         ※（５６ページ再掲） 

「かんきょう活動センターだより」の発行 ４回  ４月、７月、１０月、１月 

府中かんきょう塾 ８２人 ９月、１０月、１１月、１２月、３月 

打ち水日和（打ち水よろず相談所） １３０人 ８～９月 

かんきょう塾 特別公開講演会 ３８人 ２月 
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３ 地球 温暖化対 策 

地球温暖化とは、温室効果ガスの過度な蓄積より、地球の平均気温が長期的に上昇することです。 

温室効果ガスが全くないと今の地球の気温は維持できませんが、過度に蓄積すると気温が上昇し過

ぎ、地球の気候を大きく変化させ、自然生態系などに深刻な問題を与えます。 

主な温室効果ガスとしてＣＯ２（二酸化炭素）があります。ＣＯ２は有機物の分解・燃焼に伴い発生しま

す。産業革命以降、世界的にエネルギー源として有機物である化石燃料の大量燃焼を続け、一方で

森林伐採等でＣＯ２の吸収量は減少しています。その結果大気中に過度のＣＯ２が蓄積しました。また、

ほかの温室効果ガスも私たちの生活に関するあらゆる活動に伴い発生しています。 

国際的動向として、気候変動枠組条約第２１回締約国会議（COP２１）において、先進国と途上国を

含むすべての国が参加し、産業革命前からの気温上昇を２℃未満に抑制すると同時に、気候変動に

脆弱な島しょ国に配慮し、１．５℃未満に抑えるよう努力するという目標を明記したパリ協定が採択され

ました。日本においては、令和２年１０月の第２０３回臨時国会の所信表明演説において、「２０５０年ま

でに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、すなわち２０５０年カーボンニュートラル、脱炭素社

会の実現を目指す」ことが宣言され、令和３年４月の米国主催による気候サミットで「２０３０年度におい

て、温室効果ガスを２０１３年度から４６％削減すること」が表明されました。 

市では、府中市職員エコ・アクションプランを中心とした環境マネジメントシステムに基づいた環境負

荷低減対策をより積極的に推進するため、ＩＳＯが定めたＩＳＯ１４００１を平成１４年に取得しました。その

後、平成３０年１月１６日付けで、ＩＳＯ１４００１の規格に適合していることを自らの責任で決定する「自己

適合宣言」を行いました。また、市の取組みを年１回「府中市エコ・レポート」として、公表しています。な

お、市民のＣＯ２削減活動を支援するため、エコハウス設備設置補助金事業を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ヒートアイランド現象 

都市部の気温が郊外部に比べて高くなる現象をいいます。原因として、大量の熱エネルギーを発生させる都市

においては、土が露出した地面が少ないため、水の気化による気温の低下が妨げられることがあげられます。ま

た、等温線を描くと都心部を中心とした「熱（＝ヒート）」による「島（＝アイランド）」のように見えるため、こう呼ばれ

ています。 

 

※ 温室効果ガス 

太陽から地球に降り注ぐ（波長の短い）光は素通りさせますが、地球から宇宙に逃げる（波長の長い）赤外線（熱

線）は吸収するため、地球の温度を上昇させる働きのあるガスのことをいいます。 

京都議定書及び地球温暖化対策の推進に関する法律では、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、ハイドロフル

オロカーボン、パーフルオロカーボン、六ふっ化硫黄、三ふっ化窒素の７物質が指定されています。 

 

※ ＩＳＯ 

「国際標準化機構（International Organization for Standardization）」の呼称です。スイスのジュネーブに本部を

置く非政府組織（NGO）で、工業製品やサービスなどの国際的な規格の制定や標準化を目的として設立された

国際機関です。 

 

※ ＩＳＯ１４００１ 

ＩＳＯが定めた環境に配慮するための仕組みを定めたシステムの規格です。ＰＤＣＡサイクル（計画→実施→点検

→見直し→計画のサイクル）を回すことで環境負荷低減行動の進行管理を行い、継続的な改善を進めます。 

 

用語説明
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市職員の取組項目 
 

府中市職員エコ・アクションプランは平成１３年３月に策定され、市職員はこのプランに基づいて省エ

ネルギー、省資源、ごみ減量などに努めています。平成２８年３月には第４次府中市職員エコ・アクショ

ンプランを策定し、温室効果ガス排出量削減のために、施設における取組を重点的に、より一層の環

境負荷低減行動を実践していきます。 

【取組内容】 

１ 共通の取組 

(1) 日常の取組項目 
全職員を対象とするものであり、市の事務事業の実施に伴う環境負荷低減行動のほか、日常生活

でも自主的、積極的に取り組みます。 

 

(2) 課独自の取組項目 
各課で１項目以上の取組項目を挙げて実施します。 

環境負荷低減に関するものであれば、各課の状況により、予算の必要性の有無、取組内容の大

小、環境貢献などにかかわらず実施できます。 

 

２ 施設等での取組 

  市の施設においては、照明器具や空調設備の見直しを行い、施設の建て替えや改修時に省エネル

ギー型の設備の導入を進めます。また、日常取組項目の中から、各施設の特性に応じて、特に重点

を置いて取り組む項目を示し、定期的に職員によるチェックを行います。 

 

３ 推進事務局の取組 

  推進事務局は、環境問題全般や日常的に実践できる具体的な環境負荷低減行動等のテーマを扱

った職員向けの説明会や研修会を実施するなど、様々な手段で職員等へ意識啓発を行います。 

 

４ 公共工事の取組 

  公共工事については、業者に委託して実施する工事であっても、環境への負荷や影響をなるべく抑

えて実施するよう指導または要請します。 
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(１) エコハウス設備設置助成事業 

地球温暖化防止対策の一環として、個人住宅の環境に配慮した住宅設備設置費用の一部を助

成することにより、自然エネルギーの有効活用の促進をするため、平成１７年１１月９日付で「府中市

エコハウス設備設置補助金交付要綱」を施行し、実施しています。 

 

 

年度別交付件数推移    

対象設備 １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 元 ２ 計 

住宅用太陽

光発電システ

ム 

9 17 6 17 44 89 173 253 163 140 112 75 72 61 40 43 1,314 

太陽熱高度

利用システム 
0 0 3 0 3 5 2 2 3 5 4 5 0 0 2 0 34 

潜熱回収型

給湯器 
10 126 90 47 17 43           333 

二酸化炭素

冷媒ヒートポ

ンプ給湯器 

6 56 38 38 22 54 20 12 33 28 33 28 27 21 15 11 442 

ガスエンジン

給湯器 
0 0 5 8 １ 2 0 0 1 0 0 0 0 0   17 

家庭用燃料

電池コージェ

ネレーションシ

ステム 

0 0 0 0 0 1 33 36 107 135 183 168 142 167 51 47 1,070 

雨水浸透施

設 
1 3 0 0 0 3 3 0 1 0 2 3 2 2 4 0 24 

雨水貯留槽 2 0 2 0 3 4 15 12 13 6 5 3 5 3 0 １ 74 

家庭用蓄電

池システム 
              52 59 111 

既設窓の断

熱改修 
              23 20 43 

 

 

 

対 象 設 備 補 助 率 

太陽光発電システム １kW あたり２万円で上限１０万円 

太陽熱高度利用システム ２万円 

二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯器 １万５千円 

家庭用燃料電池コージェネレーションシステム ２万５千円 

雨水浸透施設 
標準工事費又は設置に要する費用を比較して少ない方
の５割で上限１０万円 

雨水貯留槽 本体と架台の購入に要する費用の１/４で上限１万円 

家庭用蓄電池システム １kWh あたり２万円で上限１０万円 

既設窓の断熱改修 設置に要する費用の１/５で上限１０万円 

（令和２年度実施概要） 
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対象設備ごとのＣＯ2排出削減量 

対 象 設 備 
ＣＯ2排出削減量（kg-CO2/年） 

令和 2年度 平成１７年度から令和2年度までの累積 

住宅用太陽光発電システム ７９，９４１ ２，１６０，１８１ 

太陽熱高度利用システム ０ １４，２８０ 

二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯器 ５，５００ ２２１，０００ 

家庭用燃料電池 

コージェネレーションシステム 
５４，０５０ １，２３０，５００ 

既設窓の断熱改修 ３９，０６１ ８９，０８５ 

合      計 １７８，５５２ ３，７１５，０４６ 

 住宅用太陽光発電システムのＣＯ2排出削減量算定における排出係数：０．３８２（東京都環境局 「再

エネクレジット算定ガイドライン」より） 

※ 参考資料 

 「東京ソーラー屋根台帳」（ポテンシャルのシミュレーション方法）、東京都環境局「再エネクレジット算定  

 ガイドライン」、ＪＩＳＣ8907：2005「太陽光発電システムの発電電力量推定方法」、独立行政法人新エ 

 ネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）日射量データベース閲覧システム、環境省「ヒートアイラン  

 ド現象による環境影響等に関する調査業務報告書」 

 

 なお、平成１７年度から令和２年度までの累積ＣＯ2排出削減量である３，７１５，０４６kg-CO2/年は、一

般家庭１世帯あたりの年間ＣＯ2排出量が約４，１５０kg-CO2であるため、約８９５世帯分のＣＯ2排出量に

相当します。 

※ 参考資料 

 温室効果ガスインベントリオフィス「日本の温室効果ガス排出量データ（1990～2018 年度） 確報値」 
 

(２) 家庭向けＬＥＤ普及促進事業 
地球温暖化対策の一環として、平成３０年度から３年間の計画で個人住宅の環境に配慮したＬＥＤ 

照明の設置に要する費用の一部を助成しています。 
 

対象設備 補助率 
交付件数 

令和２年度 

丸形ＬＥＤ灯 購入に要する費用の２分の１で上限３千円 ３ 

ＬＥＤ照明器具 購入に要する費用の２分の１で上限１万円 ３３８ 

 

省エネ効果およびＣＯ₂排出削減量 

年度 省エネ効果（ｋＷｈ/年） ＣＯ₂排出削減量（kg-CO₂/年） 

令和２年度 ６４，７８８ ３１，６８２ 

 

(３) カーボンオフセット 

ア カーボンオフセットとは 

地球温暖化は、人間の諸活動の中で排出される二酸化炭素やメタンなどの温室効果ガスによ

って引き起こされ、人類の生存基盤や自然の生態系にも悪影響を及ぼすに至りました。そこで、温

室効果ガスの排出量を減らすための国際的な取組みが行われ、平成９年（１９９７年）の京都議
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定書では、我が国に６％の削減の目標が定められました。今、国を挙げての低炭素社会の構築に

向けた行動・実践が求められています。 

このような中で、注目を集めているのが、「カーボンオフセット」です。カーボンは「二酸化炭素」、

オフセットは「埋め合わせる」という意味を表わします。まず、諸活動の中で排出をしている二酸化

炭素などの温室効果ガスの量を認識（見える化）し、削減努力を行うことが必要です。そして、どう

しても削減できない部分を、他の場所でのクリーンエネルギーの導入や二酸化炭素を吸収する森

林整備など、排出削減、吸収プロジェクトに投資を行い、それによってもたらされる温室効果ガスの

排出削減量や二酸化炭素吸収量で、削減しきれなかった部分を埋め合わせる、これがカーボン

オフセットです。 

 

イ 姉妹都市佐久穂町とのカーボンオフセット事業の実施状況 

平成２３年７月２６日に姉妹都市である長野県佐久穂町と締結した「府中市と佐久穂町との地

球環境保全のための連携に関する協定」、「長野県の森林の里親促進事業森林整備協定」に基

づき、平成２７年度までの５年間、市の家庭ごみなどの市指定有料袋の焼却をはじめとする市民

生活から排出されるＣＯ２相当量の一部を、佐久穂町において森林整備を実施することで相殺さ

せるカーボンオフセット事業を行いました。今後もカーボンオフセット事業を継続するため、平成２８

年３月７日に第２期協定を締結しました。 

令和２年度については、新たに佐久穂町の町有林２０．７０ヘクタールを植林し、二酸化炭素

吸収量は１４．３ｔ-ＣＯ２／年となりました。また、平成２８年度から令和元年度までに間伐・植林した  

８０．３２ヘクタールについて、令和２年度も９６．５ｔ-ＣＯ２／年の二酸化炭素吸収量が認められた

ため、合わせて１１０．８ｔ-ＣＯ２／年の二酸化炭素吸収量について、令和３年３月１６日に長野県

から「森林の里親促進事業」ＣＯ２吸収量認証書を受け取りました。 

 

森林整備面積及び二酸化炭素吸収量 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 

森林整備面積（ha） 19.71 16.79 17.31 21.60 20.4 21.01 20.70 

二酸化炭素吸収量対象面積（ha） 79.80 96.59 94.04 98.39 75.41 76.10 80.32 

二酸化炭素吸収量（t-CO2/年） 251.6 311.7 296.0 276.5 221.4 186.0 110.8 

 

(４) 森林間伐体験事業 

地球温暖化防止対策の一環として、森林を整備することの大切さを知ってもらうため、姉妹都

市佐久穂町で、市内の小中学生を対象とした森林間伐体験事業を平成２３年度から実施してい

ます。今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となりました。 
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